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研究室ロゴ

東アジアの大気中NO2汚染レベル
５年前のレベルに回復していた！
～リモートセンシングによる速報～

中国上空の対流圏中のNO2存在量の年平均値。単位はキロトン。NO2存在
量は⼈⼯衛星が上空を通過する13:45(地⽅時)頃の量。⽉平均値が灰⾊で
⽰されています。

(左) 2005〜2011年と(右) 2011〜2015年のNO2の⼤気中カラム濃度の年
増加量の地理的分布。差し込み図は、2012-2015年の韓国における年増加
量、2013-2015年の⽇本における年増加量を⽰します。
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